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１ 調査概要 

 

 

 

 

 

 

 

２ 回答者の属性 

 (1) 年齢 

 

 

 (2) 性別 

 

 

 (3) 職業 

 

8.0%
9.8%

12.5%
16.0%

18.8%
34.5%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

18-29
30-39
40-49
50-59
60-69

70以上
無回答

年齢

44.5%
53.9%

0.5% 1.1%

性別

男性

女性

その他

無回答

7.9%
26.9%

3.2%
15.5%

14.7%
2.9%

25.8%
2.7%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

自営業
会社員・公務員

契約社員･派遣社員
パート・アルバイト

専業主婦（主夫）
学生
無職

その他
無回答

職業

調査方法  郵送で発送、郵送で回収 

配布総数  ２，０００人（住民基本台帳から１８歳以上の無作為抽出） 

回収数   ８２４人 

回収率   ４１．２％ 

実施時期  令和３年６月 

地域福祉に課する市民アンケート調査結果 資料６ 
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 (4) 家族構成 

 

 

 (5) 居住地区 

 

 

13.2%

29.2%

42.0%

9.3%

4.7%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

一人暮らし

夫婦・パートナーのみ

親と子の２世代

親と子と孫の３世代

その他

無回答

家族構成

2.1%
2.2%

1.3%
1.9%

1.1%
0.6%

1.7%
2.9%

1.6%
3.3%

5.2%
2.4%

5.0%
6.2%

9.2%
7.4%

6.8%
6.6%

3.3%
4.9%

3.5%
1.6%

2.1%
6.4%

1.2%
5.6%

3.4%
0.6%

0.0% 5.0% 10.0%

緑
新玉
万年

幸
十字
片浦
早川
大窪

山王網一色
足柄
芦子
二川
久野

東富水
富水
桜井

酒匂・小八幡
下府中
富士見

豊川
上府中

曽我
下曽我
国府津

前羽
橘北

わからない
無回答

居住地区



3 

 (6) 居住年数 

 

 

３ 地域での交流・活動 

 (1) あなたはどのような近所付き合いをされていますか。（いずれか１つに○） 

 

○ 「挨拶をする程度の付き合い」が 31.6％、「普段から気兼ねなく声を掛け合う」が 27.3％、

「たまに立ち話をする程度」が 22.9％となっている。「たまに立ち話をする程度」までの

約 60％の市民が近所の人とコミュニケーションを図っており、さらに、約 90％の市民は

近所の人と顔見知りで、何らかの形で近隣住民とかかわりを持っている。その一方、「ほ

とんど付き合いがない」が 7.9％となっている。 

 

14.0%

10.4%

19.9%

17.5%

37.6%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

５年未満

５年～９年

10年～19年

20年～29年

30年以上

無回答

居住年数

2.4%

7.3%

27.3%

22.9%

31.6%

7.9%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

仲がよく、家族同様な付き合い

困ったときにお互いに助け合う付き合い

普段から気兼ねなく声を掛け合う付き合い

たまに立ち話をする程度の付き合い

挨拶をする程度の付き合い

ほとんど付き合いがない

無回答

近所付き合い
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○ 子育て世代の 30 代、40代が「仲がよく、家族同様の付き合い」の回答が少ない。また、

年齢が若い人ほど「ほとんど付き合いがない」と回答した人が多い。 

 

 (2) ほとんど付き合いがない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 「ほとんど付き合いがない」と回答した最も大きな理由は「仕事などで家を空けることが

多く、知り合う機会がない」で 38.6％となっている。また、「普段留守の家が多いなど、

そもそも近所づきあいはほとんどないところである」が 26.3％となっており、近所づきあ

いをする時間がないことが大きいと言える。 

 

1.5%

1.2%

0.0%

3.0%

1.9%

3.9%

0.0%

1.5%

7.4%

8.7%

6.1%

7.7%

8.5%

0.0%

12.1%

9.9%

24.3%

18.2%

32.9%

38.4%

0.0%

4.5%

19.8%

23.3%

34.1%

24.5%

22.2%

0.0%

54.5%

39.5%

35.9%

37.1%

27.1%

22.2%

33.3%

25.8%

22.2%

7.8%

0.8%

4.5%

4.6%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.8%

1.3%

0.4%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-29

30-39

40-49

50-59

60-69

70以上

無回答

年齢別 近所の人との関係

仲がよく、家族同様な付き合い 困ったときにお互いに助け合う付き合い

普段から気兼ねなく声を掛け合う付き合い たまに立ち話をする程度の付き合い

挨拶をする程度の付き合い ほとんど付き合いがない

無回答

38.6%

26.3%

3.5%

16.7%

14.0%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

仕事などで家を空けることが多く、知り合う機会がない

普段留守の家が多いなど、そもそも近所づきあいはほとんどな

いところである

近所づきあいはしたいが、つい消極的になってしまう

近所づきあいは、わずらわしいので避けている

その他

無回答

ほとんど付き合いがない理由
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○ 30 代までは、「仕事などで家を空けることが多く、知り合う機会がない」とした回答が多

く、40 代、50 代になると、「近所づきあいは、わずらわしいので避けている」が多くなっ

てきている。 

 

 (3) あなたの地域で行われている活動や行事などに参加していますか。（いずれか１つに○） 

 

○ 地域の自治会活動や祭、清掃活動等には約半数が参加したことがあると回答しており、一

定の地域活動が認知され、実際に活動が行われていることがうかがわれる。 

 

 

 

 

60.9%

62.5%

40.0%

50.0%

31.3%

6.5%

0.0%

8.7%

12.5%

26.7%

25.0%

31.3%

45.2%

100.0%

8.7%

0.0%

6.7%

0.0%

0.0%

3.2%

0.0%

13.0%

16.7%

26.7%

25.0%

12.5%

16.1%

0.0%

8.7%

8.3%

0.0%

0.0%

25.0%

25.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-29

30-39

40-49

50-59

60-69

70以上

無回答

年齢別 ほとんど付き合いがない理由

仕事などで家を空けることが多く、知り合う機会がない

普段留守の家が多いなど、そもそも近所づきあいはほとんどないところである

近所づきあいはしたいが、つい消極的になってしまう

近所づきあいは、わずらわしいので避けている

その他

無回答

51.2%

38.5%

50.4%

47.9%

33.6%

21.1%

25.0%

17.1%

18.7%

20.8%

14.3%

18.6%

18.9%

18.3%

25.8%

13.3%

18.0%

13.6%

15.0%

19.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域の祭、盆踊りなど

地域の運動会、スポーツ大会

地域の清掃活動や防犯・防災活動など

自治会、子ども会、老人クラブなどの活動、行事

小学校の活動、行事

行事や活動への参加

参加した事がある 知っているが参加したことはない 知らない 無回答
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 (4) 参加しない理由を教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 参加しない理由の中では、「介助してくれる人がいない」が 17.8％で最も多く、「仕事や家

事に忙しくて時間が取れない」17.7％、「知らない人ばかりで参加しにくい」が 16.1％と

なっている。 

 

 (5) 活動や行事が、地域でもっと活発に行われるようにしていくためには、どのようなことが

大切だと思いますか（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 「挨拶ができる程度の顔見知りの関係を広げる」が 28.1％で最も多く、「住民同士が困っ

たときに助け合える関係を作る」が 22.1％となっている。今以上に横のつながりが必要と

考えている人が多い。 

 

  

17.7%

16.1%

11.0%

14.4%

9.6%

6.5%

1.3%

17.8%

5.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

仕事や家事に忙しくて時間が取れない

知らない人ばかりで参加しにくい

やっていることは知っているが、内容がよくわからない

活動や行事の企画や運営に主体的にかかわっていない

活動に関心がない

健康面から参加できない

人とかかわりを持ちたくない

介助してくれる人がいない

その他

参加しない理由

28.1%

22.1%

11.4%

8.4%

10.8%

7.2%

7.1%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

挨拶ができる程度の顔見知りの関係を広げる

住民同士が困ったときに、今以上に助け合える関係を作る

地域の自治会や子ども会、老人クラブなどの活動をもっと活発にしていく

新築マンションの入居者など、新たに住む人との関係づくりを強化する

交流の機会となる地域の行事をもっと増やす

小学校と住民の交流やつながりを深める

地元の商業者と住民のつながりをもっと深める

その他

地域での活動等を活発化させる方策
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４ 地域での助け合いについて 

 (1) あなたは日ごろの生活でどのようなことに悩みや不安を感じていますか（あてはまるもの

すべてに○） 

 

○ 「自分や家族の健康」が 23.6％、「地震や火事などの災害」が 20.9％と多い。 

○ 近年、自然災害が頻発している状況から、災害に対する関心が高まっている。 

 

  

23.6%

5.4%

6.2%

4.3%

9.8%

8.6%

4.2%

5.8%

4.3%

20.9%

1.2%

4.9%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

自分や家族の健康

学校や職場での人間関係

近所づきあい

子育てや教育

ストレスなどの心の健康

生活費等の経済的な悩み

買い物やゴミ出し等家事全般

親などの介護

振込詐欺などの犯罪防止

地震や火事など災害

その他

特にない

無回答

日頃の生活での悩みや不安
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 (2) 現在もしくは今後、日ごろの生活で困ったときや悩んだ時に、どこへ相談したいと思いま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 家族･親戚 友人･知人 近所の人 自治会等 社協等 市役所等 

自分や家族の健康 43.2％ 14.4％ 2.5％ 1.4％ 1.9％ 2.9％ 

学校や職場での人間関係 29.1％ 22.9％ 0.9％ 0.2％ 0.4％ 1.2％ 

近所付き合い 30.3％ 16.0％ 13.6％ 8.1％ 0.4％ 3.8％ 

子育てや教育 26.3％ 18.6％ 2.3％ 0.6％ 1.5％ 3.6％ 

ストレスなどの心の健康 31.7％ 21.9％ 1.4％ 0.5％ 0.9％ 0.8％ 

生活費等の経済的な悩み 38.4％ 6.4％ 0.5％ 0.8％ 3.7％ 11.4％ 

買い物やゴミ出し等家事全般 35.2％ 8.4％ 7.3％ 6.4％ 2.7％ 7.5％ 

親などの介護 29.0％ 9.8％ 1.6％ 3.3％ 9.6％ 11.2％ 

振込詐欺などの犯罪防止 27.0％ 9.6％ 3.8％ 3.1％ 0.6％ 29.9％ 

地震や家事などの災害 27.6％ 11.0％ 9.2％ 9.7％ 1.9％ 21.1％ 

その他 17.9％ 7.8％ 1.4％ 0.3％ 0.2％ 2.8％ 

 

 病院等 学校等 相談先 相談しない 無回答 

自分や家族の健康 28.1％ 2.0％ 1.3％ 0.8％ 1.5％ 

学校や職場での人間関係 0.5％ 13.4％ 2.4％ 5.5％ 23.6％ 

近所付き合い 0.4％ 0.5％ 4.1％ 9.4％ 13.4％ 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分や家族の健康

学校や職場での人間関係

近所づきあい

子育てや教育

ストレスなどの心の健康

生活費等の経済的な悩み

買い物やゴミ出し等家事全般

親などの介護

振込詐欺などの犯罪防止

地震や火事など災害

その他

困った時の相談先

家族・親戚 友人・知人 近所の人

自治会・民生委員 社会福祉協議会等公益的団体 市役所・行政機関・警察

病院等専門機関 学校・勤務先 相談先がない・わからない

相談しない 無回答
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子育てや教育 1.1％ 9.1％ 3.6％ 8.6％ 24.8％ 

ストレスなどの心の健康 19.2％ 1.5％ 3.1％ 5.9％ 13.0％ 

生活費等の経済的な悩み 0.7％ 1.0％ 5.6％ 11.9％ 19.6％ 

買い物やゴミ出し等家事全般 0.3％ 0.2％ 3.4％ 10.1％ 18.6％ 

親などの介護 8.9％ 0.9％ 3.3％ 4.6％ 17.7％ 

振込詐欺などの犯罪防止 0.4％ 0.7％ 3.3％ 5.8％ 15.8％ 

地震や家事などの災害 1.2％ 1.7％ 4.9％ 2.3％ 9.3％ 

その他 0.6％ 0.9％ 5.2％ 8.5％ 54.4％ 

 

 (3) あなたは、地域の福祉課題に対し、住民相互の自主的な支えあい、助け合いの必要性につ

いてどう思いますか（いずれか１つに○） 

 

○ 「とても必要だと思う」、「ある程度必要だと思う」が合計 89.1％で、市民の多くが相互の

助け合いは必要と考えている。 

 

 (4) 地域で顔の見える関係を築いていくためには何が必要と思いますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

 

○ 「近所でのあいさつ・声掛け」が 31.7％、「近所での普段からの付き合い」が 19.9％で、

22.7%

66.4%

6.6%

0.6%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

とても必要だと思う

ある程度必要だと思う

あまり必要だとは思わない

まったく必要だとは思わない

無回答

住民相互の支え合い、助け合いの必要性

31.7%

19.9%

9.1%

11.6%

5.7%

9.9%

9.8%

1.0%

1.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

近所でのあいさつ・声掛け

近所での普段からの付き合い

祭りなど行事への参加

自治会活動への参加

趣味を通じてのグループ作り

住民一人ひとりがまちづくりに関心を持つこと

若い世代の参加への働きかけ

その他

特にない

無回答

地域で顔の見える関係を築いていくために必要なもの
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普段からの継続的な付き合いが大事と考えている人が多い。 

 

 (5) 日頃の生活で、地域の人に助けてもらっていることがありますか。（いずれか１つに○） 

 

 

 (6) 地域の人が困っていた場合、手助けができると思いますか。できない場合、その理由は何

ですか（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 「安否確認の声掛けや見守り」、「災害時の手助け」の「できる・している」の数値が高く、

非常時には手伝うことができるとした市民が多い。 

○ 半面、買い物や話し相手など、日常的なものについては、できないと回答した市民が多い。 

 

6.6%

2.2%

1.1%

1.0%

1.5%

5.6%

1.2%

0.7%

5.8%

2.2%

2.8%

1.7%

1.8%

4.1%

15.0%
2.2%

21.8%

13.1%

12.7%

5.6%

4.0%

15.4%

27.8%

7.2%

54.2%

68.3%

68.2%

71.4%

71.7%

60.1%

42.7%

44.3%

11.5%

14.2%

15.2%

20.4%

21.0%

14.8%

13.2%

45.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認の声掛けや見守り

ちょっとした買い物やゴミ出し、草刈り

外出や通院の付き添いや送迎

子育て家庭の家事支援

一時的な子どもの預かり

話し相手や相談相手

災害時の手助け

その他

地域の人に助けてもらっていること

現在助けてもらっている できれば、助けてもらいたいと思う

近い将来、助けてもらうかもしれない いずれもない

無回答

42.7%

29.9%

14.0%

11.0%

12.0%

29.2%

40.7%

11.4%

48.6%

58.8%

73.8%

75.3%

73.8%

59.0%

48.4%

29.6%

8.7%

11.3%

12.2%

13.7%

14.2%

11.9%

11.0%

59.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安否確認の声掛けや見守り

ちょっとした買い物やゴミ出し、草刈り

外出や通院の付き添いや送迎

子育て家庭の家事支援

一時的な子どもの預かり

話し相手や相談相手

災害時の手助け

その他

地域の人への手助け

できる・している できない 無回答
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○ 手助けができない理由として、「経験がない」、「交流がない」の数値が高い。今後、研修の

開催や交流の場づくり等、環境を整備していく必要があると考えられる。 

 

 (7) 社会的孤立やひきこもりが社会問題となっていますが、地域としてこれらの問題に対して、

どのようなことができると思いますか（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 「あいさつや声を掛けるようにする」が 24.2％、「相談できる機関があることを知らせる」

が 19.6％で、直接当事者に声掛けするものが多い。一方で「地域でできるとは思えない」

が 6.1％となっている。 

 

  

13.9%

18.2%

20.9%

17.7%

16.8%

17.7%

9.9%

12.7%

23.5%

17.4%

21.2%

22.4%

23.3%

22.8%

30.9%

18.6%

30.4%

23.8%

20.2%

20.1%

19.5%

24.4%

18.8%

26.2%

13.9%

18.4%

15.0%

14.1%

14.9%

9.0%

29.0%

11.8%

8.1%
6.0%

4.6%

4.5%
3.7%

6.7%

8.0%
4.6%

4.0%

9.4%

9.2%

11.5%

13.1%

11.2%

3.4%

9.3%

6.3%

6.8%

8.8%

9.6%

8.6%

8.2%0.0%

16.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認の声掛けや見守り

ちょっとした買い物やゴミ出し、草刈り

外出や通院の付き添いや送迎

子育て家庭の家事支援

一時的な子どもの預かり

話し相手や相談相手

災害時の手助け

その他

できない理由

時間がない 経験がない 交流がない

体力的にできない 一緒に取り組む仲間がいない やりたくない

その他

15.4%

24.2%

19.6%

14.1%

12.6%

3.8%

6.1%

1.5%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

誰もが立ち寄れる居場所を作る

あいさつや声を掛けるようにする

相談できる機関があることを知らせる

変わった様子がないか、日ごろから気に掛ける

状態が深刻化する前に行政や民生委員・児童委員に連絡する

こころサポーター養成講座等を受講し、悩みを抱えた人のサインに気づき対応できるよう

にする

地域で何かできるとは思えない

その他

無回答

社会的孤立や引きこもりに対する支援
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 (8) あなたは、ボランティア、ＮＰＯ活動への参加経験がありますか。（いずれか１つに○） 

 

○ 「あり」が 28.6％、「なし」が 66.9％となっている。 

 

 (9) 参加した主なきっかけは何ですか（いずれか１つに○） 

 

○ 活動に参加した主なきっかけとしては、「自らが活動の必要性を感じ、自らの意思で参加

した」が 35.6％で積極的に活動を行っている方が多い。 

○ また、「友人・知人や家族から勧められたため」が 15.3％で、周囲からの勧めで参加した

人が多い。 

28.6%

66.9%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

あり

なし

無回答

ボランティア活動等への参加経験

35.6%

3.4%

0.4%

15.3%

28.4%

1.7%

5.9%

4.2%

4.7%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自らが活動の必要性を感じ、自らの意思で参加した

講演会や講座に参加したため

新聞やテレビ等の報道で関心を持ったため

友人、知人や家族から勧められたため

自治会やＰＴＡ等にかかわったため

宗教活動として

企業や労働組合の社会貢献活動として

学校（先生）から紹介されたため

その他

無回答

ボランティア等の活動に参加した主なきっかけ
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○ 年代別にみると、30 代以下が、「学校（先生）から紹介されたため」と回答しており、阪

神・淡路大震災以降、ボランティアの重要性が高まり、教育現場での意識啓発が進んでい

ることがうかがえる。 

 

 (10) 参加したことはない主な理由は何ですか（あてはまるものすべてに○） 

 
○ 「自分にあった時間や内容で活動できない」の 31.0％が最多であるが、「身近な団体や活

27.3%

30.4%

39.3%

28.9%

34.1%

43.0%

0.0%

0.0%

4.3%

0.0%

2.6%

4.5%

5.1%

0.0%

0.0%
4.3%

0.0%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

27.3%

34.8%

14.3%

7.9%

15.9%

10.1%

0.0%

0.0%

8.7%

28.6%

42.1%

38.6%

29.1%

100.0%

4.5%

4.3%

14.3%

15.8%

0.0%

2.5%

0.0%

31.8%

13.0%

0.0%

0.0%

0.0%
0.0%

0.0%

9.1%

0.0%

3.6%

0.0%
2.3%

8.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-29

30-39

40-49

50-59

60-69

70以上

無回答

年齢別 ボランティア等の活動に参加した主なきっかけ

自らが活動の必要性を感じ、自らの意思で参加した

講演会や講座に参加したため

新聞やテレビ等の報道で関心を持ったため

友人、知人や家族から勧められたため

自治会やＰＴＡ等にかかわったため

宗教活動として

企業や労働組合の社会貢献活動として

学校（先生）から紹介されたため

その他

31.0%
4.4%

2.4%
2.0%

3.5%
3.5%
3.5%

18.7%
3.2%

9.6%
10.8%

7.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自分にあった時間や内容で活動できないため

自分の仕事や特技を生かして活動できないため

活動資金の補助、援助が充実していないため

平日夜間や休日にボランティア講座が開催されていないため

友人や家族と一緒に活動しにくいため

家族や職場の理解が得られにくいため

自分の所属する学校や職場で活動がなされていないため

身近な団体や活動内容に関する情報が入手しにくいため

活動参加によるメリット（進学や就職に有利、報酬がある等）がないため

どんな条件が整っても興味もなく、参加してみたいとは思わない

その他

無回答

ボランティア等の活動に参加したことはない理由
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動内容に関する情報が入手しにくい」が 18.7％となっており、情報発信の方法に課題があ

ると言える。 

○ 一方で「どんな条件が整っても興味もなく、参加してみたいとは思わない」が 9.6％とな

っている。 

 

 (11) 今後どのようなボランティア、ＮＰＯ活動、社会貢献活動に参加していきたいですか（あ

てはまるものすべてに○） 

 

○ 「災害時の救援等に関する活動」が 16.7％で、近年頻発する災害に関しては意識が高くな

っている。次いで、「高齢者に関する活動」が 13.5％、「子育てに関する活動」が 9.9％と

なっており、身近なものが多い。 

○ 一方で、「特に参加したくない」が 16.7％で高い数値を示している。 

 

 (12) 災害時に不安に感じることは何ですか（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 「家にいた方がよいのか避難所に向かうのかの判断に迷う」が 21.2％、「的確な情報を入

手できるか不安」が 18.8％で、的重要・適切な情報取得を求めている。 

○ また、「避難所の生活が不安、避難後、元の生活に戻れるか不安」が 16.7％となっている。 

13.5%
8.2%

9.9%
6.1%

4.1%
3.6%

16.7%
7.1%

16.7%
5.5%

8.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

高齢者に関する活動
障がいのある人に関する活動

子育てに関する活動
保健、医療に関する活動

青少年に関する活動
生活困窮者の支援等に関する活動

災害時の救援等に関する活動
各種福祉活動への寄付・募金

特に参加したくない
その他
無回答

ボランティア等への参加意向

12.0%

3.9%

2.9%

17.2%

18.9%

21.2%

16.7%

2.5%

4.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

自身または家族が高齢のため、速やかに避難できるか不安

子どもがいるため、速やかに避難できるか不安

自身または家族に障がいがあるため速やかに避難できるか不安

家族の安否確認が取れるか不安

的確な情報を入手できるか不安

家にいた方がよいのか避難所に向かうのかの判断に迷う

避難所での生活が不安 避難後、元の生活に戻れるか不安

その他

無回答

災害時に不安に感じること
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 (13) 災害時に地域のためにできることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 「安否確認」が 16.8％、「救援物資の区分け」が 14.1％、「炊出し」12.7％、救助の手伝

い」が 12.4％となっており、何らかの形で協力していく人が一定数いる。このため、日ご

ろの顔見知りの関係づくりが重要であると思われる。 

 

  

16.8%
14.1%

12.7%
12.4%

9.6%
8.5%

6.2%
4.9%

4.4%
4.4%

2.4%
3.4%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

安否確認
救援物資の区分け

炊出し
救助の手伝い

避難所の運営手伝い
初期消火

子守り
応急手当

付き添い・介護
ペットの世話

その他
無回答

災害時に地域のためにできること
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 (14) 現在の環境についてどのように感じていますか。（いずれか１つに○）（現在の状況） 

 

○ 「とても満足」、「やや満足」が高かったのは、「生活面での利便性の満足度」36.8％、「買

い物や交通の便が良く外出しやすい環境」36.4％、「住まいや地域の生活環境」34.1％の

順となっている。 

○ 一方、「とても不満」、「やや不満」が高かったのは、「買い物や交通の便が良く外出しやす

い環境」24.2％、「保健や福祉に関する情報の得やすさ」21.2％、「困ったときに相談がで

き、誰かが支えてくれる環境」20.6％の順となっており、それぞれの不満の解消に向け取

り組んでいく必要がある。また、買い物や交通の便については、満足、不満の両方で高い

数値を示しており二極化が進んでいる。 

 

  

2.5%

0.8%

1.2%

1.7%

1.7%

1.6%

1.0%

0.5%

2.2%

1.0%

2.2%

5.1%

6.2%

5.9%
0.7%

1.2%

0.7%

1.9%

1.1%

2.1%

16.0%

8.4%

10.4%

21.5%

19.4%

16.3%

8.7%

8.7%

17.4%

10.2%

12.9%

29.0%

30.2%

30.8%

9.5%

14.6%

14.3%

15.5%

17.7%

30.6%

54.0%

57.6%

58.4%

43.1%

52.5%

50.4%

57.8%

59.3%

52.4%

55.1%

51.8%

40.2%

28.9%

32.6%

60.8%

52.0%

53.2%

52.8%

48.1%

43.2%

11.4%

13.8%

11.9%

13.8%

9.5%

12.9%

13.8%

12.6%

12.1%

15.7%

14.4%

9.5%

16.4%

12.6%

11.0%

14.0%

14.2%

13.5%

16.9%

9.5%

6.8%

6.1%

4.9%

5.2%

3.2%

4.9%

5.5%

5.1%

3.3%

4.7%

6.2%

4.5%

7.8%

6.1%

4.1%

6.0%

5.8%

3.8%

4.4%

3.5%

9.2%

13.2%

13.2%

14.7%

13.7%

14.1%

13.2%

13.7%

12.6%

13.3%

12.5%

11.8%

10.6%

11.9%

13.8%

12.3%

11.8%

12.5%

11.9%

11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らせる環境

障がい者が社会に参加し、安心して暮らせる環境

高齢者・障がい者等の見守り

子どもが健やかに育つ環境

健康づくりの推進や介護予防

誰もが生涯学習や好きな活動ができる環境

地域活動への参加のしやすさ

地域の活動拠点の充実

地域の人とのつながり

世代が違う人同士の交流

困ったときに相談ができ、誰かが支えてくれる環境

住まいや地域の生活環境

買い物や交通の便が良く誰もが外出しやすい環境

生活のいろいろな面での利便性

子どもや障がい者、高齢者の権利を守る環境

災害などに対する安全な環境

犯罪などに対する安全な環境

公的な保健福祉サービスの充足

保健や福祉に関する情報の得やすさ

暮らし全体の環境

現在の環境

とても満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 とても不満 無回答
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 (15) 現在の環境についてどのように感じていますか。（いずれか１つに○）（以前と比べた状況） 

 

○ 「よくなった」が高かったのは、「生活のいろいろな面での利便性」15.7％、「健康づくり

の推進や介護予防」13.8％、「買い物や交通の便が良く外出しやすい環境」13.1％の順と

なっている。 

○ 一方、「悪くなった」が高かったのは、「買い物や交通の便が良く外出しやすい環境」10.4％、

「世代が違う人同士の交流」9.8％、「地域の人とのつながり」9.6％の順となっている。新

型コロナウイルス感染症の拡大時期が重なったことによる人と人との接触機会の減少の

影響が考えられる。 

○ ほとんどの項目で「変わらない」が最多となっている。 

 

 

8.5%

8.1%

7.0%

8.7%

13.8%

11.0%

4.1%

4.0%

3.5%

3.0%

5.5%

8.9%

13.1%

15.7%

6.2%

8.3%

4.5%

7.8%

9.6%

10.4%

36.8%

33.9%

34.5%

33.0%

33.0%

32.3%

37.9%

37.1%

41.9%

37.9%

39.6%

43.6%

40.5%

40.8%

34.3%

39.9%

41.9%

36.7%

37.7%

43.1%

6.2%

1.5%

2.5%

8.9%

2.4%

3.9%

6.4%

5.6%

9.6%

9.8%

5.5%

8.0%

10.4%

7.2%

3.4%

2.9%

6.8%

3.8%

3.6%

5.9%

31.9%

37.0%

36.8%

29.0%

30.7%

32.2%

31.4%

32.6%

24.8%

28.5%

29.5%

19.2%

15.8%

16.5%

36.0%

29.4%

27.5%

32.0%

29.2%

20.6%

16.6%

19.5%

19.2%

20.4%

20.0%

20.6%

20.1%

20.6%

20.3%

20.8%

20.0%

20.4%

20.1%

19.9%

20.0%

19.5%

19.3%

19.8%

19.8%

19.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らせる環境

障がい者が社会に参加し、安心して暮らせる環境

高齢者・障がい者等の見守り

子どもが健やかに育つ環境

健康づくりの推進や介護予防

誰もが生涯学習や好きな活動ができる環境

地域活動への参加のしやすさ

地域の活動拠点の充実

地域の人とのつながり

世代が違う人同士の交流

困ったときに相談ができ、誰かが支えてくれる…

住まいや地域の生活環境

買い物や交通の便が良く誰もが外出しやすい環境

生活のいろいろな面での利便性

子どもや障がい者、高齢者の権利を守る環境

災害などに対する安全な環境

犯罪などに対する安全な環境

公的な保健福祉サービスの充足

保健や福祉に関する情報の得やすさ

暮らし全体の環境

以前と比べた現在の環境

良くなった 変わらない 悪くなった わからない 無回答


